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三
十
七
号 

平
成
二
十
四
年
九
月 

日
本
会
議 

名
古
屋
支
部 

事
務
局 
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５
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― 

７
６
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― 

４
５
８
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報

告

！

日

本

会

議

全

国

キ

ャ

ラ

バ

ン

隊

来

県 

八
月
三
日
、
豊
橋
地
区
に
お
住
い
の
弊
会
会
員
に
よ
る
集
会
が
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を

迎
え
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
半
は
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
か
ら
の
運
動
方
針
の
提
言
と
活
動

報
告
が
あ
り
、
後
半
は
会
員
の
皆
さ
ま
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
日
本
の
息

吹
を
永
年
購
読
し
て
い
る
が
、
書
籍
を
読
む
だ
け
で
は
寂
し
い
も
の
が
あ
っ
た
」「
地

元
で
の
集
ま
り
が
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
の
は
残
念
だ
っ
た
」
等
の
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
小
生
（
南
部
）
は
こ
の
日
、
お
手
伝
い
と
し
て
名
古
屋
か
ら
参
加
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
豊
橋
市
は
人
口
四
十
万
人
に
迫
る

東
三
河
の
中
核
都
市
で
あ
り
、
こ
の
地
域
で
弊

会
の
拠
点
が
出
来
上
が
れ
ば
、
国
民
運
動
は
一

層
盛
り
上
が
る
と
思
い
ま
し
た
。
微
力
で
す
が
、 

お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
今
後
、
何

度
で
も
豊
橋
に
出
向
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

（
名
古
屋
支
部
事
務
局
長 

南
部
文
宏
） 

翌
四
日
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
名
古
屋
に
入
り
、

午
前
中
は
名
古
屋
駅
前
に
て
「
尖
閣
諸
島
を
守

る
」
街
頭
活
動
を
展
開
。
名
古
屋
市
会
議
員
の

藤
沢
忠
将
氏
も
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
、
熱
弁

を
揮
わ
れ
た
。
暑
い
日
ざ
し
が
照
り
つ
け
る
な

か
、
青
年
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
ひ
た
む
き
な
活
動

に
は
大
い
に
感
銘
を
受
け
た
。
因
み
に
、
坂
隊

長
は
二
十
八
歳
（
写
真
左
）、
古
谷
副
隊
長
は

二
十
二
歳
（
写
真
中
）
、
和
田
事
務
局
長
は
二

十
五
歳
（
写
真
右
）
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
た

い
。
午
後
か
ら
は
、
名
古
屋
地
区
会
員
集
会
を

開
催
。
日
本
会
議
が
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
、
女
性
宮
家
問
題
と
尖
閣
諸
島
問
題

の
運
動
方
針
の
発
表
が
あ
っ
た
。
集
会
に
は
来
賓
と
し
て
、
た
ち
あ
が
れ
日
本
参
議
院

代
表
の
藤
井
孝
男
氏
と
愛
知
県
議
会
議
員
の
天
野
ま
さ
き
氏
か
ら
も
ご
挨
拶
を
賜
り
、

錦
上
に
華
を
添
え
て
い
た
だ
い
た
。
翌
朝
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
愛
知
県
護
国
神
社 

を
参
拝
。
名
古
屋
支
部
の
清
掃
奉
仕
に
も
参
加
し
、
三
重
県
に
出
発
さ
れ
た
。 

報

告

・

終

戦

記

念

日

冷

茶

サ

ー

ビ

ス 
 

終
戦
記
念
日
に
愛
知
県
護
国
神
社
の
境
内
を
お
借
り
し
て
、
名
古
屋
支
部
が
主
管
と

な
り
、
休
憩
所
の
開
設
と
冷
茶
の
提
供
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ご
参
拝
の
皆
様
に
と

っ
て
暑
さ
を
拭
う
清
涼
の
ひ
と
時
と
な
り
、
ま
た
英
霊
に
想
い
を
馳
せ
る
場
を
ご
提
供

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
さ
や
か
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、

毎
年
続
け
て
い
け
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
と
共
に
、
来
年
以
降
、
よ
り
多
く
の
方
に

ご
参
拝
頂
け
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 

（
名
古
屋
支
部
長 

江
副
嘉
彦
） 

 

ご

案

内

・

愛

知

竹

田

研

究

会 

―
「
古
事
記
編
纂
千
三
百
年
を
迎
え
て 

『
古
事
記
』
連
続
講
座
」
― 

●
日 

時
・
十
月
七
日
（
日
）
午
後
二
時
半
開
場
・
三
時
開
会
～
五
時
半
閉
会 

●
会 

費
・
ア
パ
ホ
テ
ル
名
古
屋
錦
・
十
一
階 

電
話
０
５
２
―
９
５
３
―
５
１
１
１ 

●
会 

費
・
二
千
円
（
初
参
加
者
と
学
生
は
無
料
）
事
前
に
申
し
込
み
必
要
で
す
。 

●
懇
親
会
・
四
千
五
百
円
（
希
望
者
の
み
、
竹
田
恒
泰
先
生
と
親
し
く
懇
談
で
き
ま
す
） 

●
申
込
み
・
０
５
２
・
７
６
３
・
４
６
７
８
（
服
部
ま
で
） 

 
☆
書
籍
紹
介
☆ 

 

『
皇
室
と
日
本
人
』「
寬
仁
親
王
殿
下 

お
伺
い
申
し
上
げ
ま
す
」 

聞
き
手
・
加
瀬
英
明
、
櫻
井
よ
し
こ
、
小
堀
桂
一
郎
ほ
か 

 

定
価
・
千
二
百
六
十
円 

発
行
・
明
成
社 

本
年
六
月
六
日
に
薨
去
さ
れ
ま
し
た
寬
仁
親
王
殿
下
御
自
身
の
お
考
え
が
、
縷
々 

お
述
べ
に
な
れ
ら
れ
て
い
る
大
変
貴
重
な
一
書
で
す
。
是
非
ご
購
読
下
さ
い
。 

●
愛
知
県
護
国
神
社
清
掃
奉
仕
予
定 

毎
月
の
第
一
日
曜
で
す 

次
回
は
、
九
月
二
日
午
前
八
時
開
始
、
九
時
終
了
で
す
。
以
降
十
月
七
日
、
十
一

月
四
日
、
十
二
月
二
日
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
軍
手
を
持
参
下
さ
い
。
小
雨
な

ら
社
屋
の
木
枠
拭
き
掃
除
し
ま
す
の
で
雑
巾
を
持
参
下
さ
い
。
大
雨
の
日
は
中
止

で
す
。
愈
々
、
落
葉
の
季
節
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
時
期
は
掃
き
き
れ
な
い
ほ
ど
の

落
ち
葉
で
人
手
不
足
に
陥
り
ま
す
の
で
加
勢
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

●
「
日
本
の
息
吹
」
を
い
つ
も
ご
購
読
下
さ
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

引
き
続
き
ご
継
続
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 


